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政務活動費 視察・研修会等 報告書(一心会) 

 
 
 視察都市  福岡県北九州市  

 
視察日時  令和 5 年 10 月 24 日 (火) 14 時 30 分 ～ 16 時 00 分 

 
訪問先  官営八幡製鐵所（八幡近代遺産関連施設） 

〒805-0057 福岡県北九州市八幡東区大字尾倉 
      スペース LABO ANNEX 

             〒805-0071 福岡県 北九州市八幡東区東田 2-2-11 

       
 参加者   園田基博 工藤英人 北川久人 石渡宏明 小島 強 

  
 視察目的  世界遺産官営八幡製鐵所における歴史的風致と 

観光振興を学び日本近代産業及びボランティアの活用し、 
桐生市の観光資源化に寄与する。  

 

 

■ 視察内容: 

案内人：北九州市観光案内ボランティアガイド  原 秀孝 氏 

◎ 北九州市の概要: 

・ 福岡県の北部に位置。 

面積 492.5km2、人口 916,748 人(2023 年 09 月 1 日)  

1963 年に門司・小倉・若松・八幡・戸畑の 5市が対等合併し北九州市発足し、

同年 4月に政令指定都市となります。 

・ 九州地方の玄関口として栄えた歴史を持ち、かつての四大工業地帯であった

北九州工業地帯（北九州工業地域）の中核を担います。 

・ 1901 年、官営八幡製鐵所が操業を開始して以降、北九州市は「ものづくりの

まち」として発展し、日本の高度経済成長を支えてきました。1960 年代には、

大気汚染や水質汚濁といった深刻な公害問題を抱えますが、地域の婦人会を

はじめとした市民、大学や企業、行政が一丸となって問題解決に取り組んだ

ことにより、1980 年代には環境庁（当時）から「星空の街」に選ばれるまで

に大きく改善されています。 
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◎官営八幡製鐵所の概要 

日清戦争後、軍備増強と産業資材用鉄鋼生産の増大を図るため、1896 年

（明治 29 年）に第 9回帝国議会で製鐵所建設の「創立案」の予算が承認さ

れています。和田維四郎（わだ つなしろう）による銑鋼一貫の巨大製鉄所

構想であり、初代長官の山内提雲の後任で、長官となった和田維四郎が、

製鉄所創立中心的な役割を果たしています。 

当時の八幡村は、人口 2,000 人足らずの農業と漁業を営む寒村でありま

した。製鉄所建設用地確保のため、八幡村村長が「八幡村に製鉄所を、日

本の鉄づくりは八幡から」と熱心に村民を説得し、100 万ｍ２もの広大な

土地を地価の半値で売り払うことに協力しています。 

1897 年 2 月 6 日に官営製鐵所が八幡に決定し、ドイツ技術の導入し、1901 

   年、官営八幡製鐵所が操業を開始されています。 

   官営八幡製鐵所関連の世界遺産に登録されている施設は４つあり、旧本 

 事務所、修繕工場、旧鍛冶工場、遠賀川水源地ポンプ室となっています。ま 

 た、官営八幡製鐵所関連の北九州市指定文化財（史跡）として東田第一高炉 

  跡地があります。現在も修繕工場と遠賀川水源地ポンプ室は稼働していま 

  す。 

 

 

 

 

 

 

    ↑ｽﾍﾟｰｽ LABO・ANNEX（説明会場）↑東田第一高炉跡         ↑八幡製鐵所（旧本事務所） 

 

↑旧本事務所       ↑鍛冶工場       ↑修繕工場       ↑遠賀川水源地ポンプ室 
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◎ 北九州市観光案内ボランティア組織について 

平成 4 年にボランティア組織が設立し、北九州市に訪れる観光客等に

専門的な知識と経験を持って観光地の適切な紹介と解説を行い、観光客

等の利便性向上と受入れ体制の充実を図ることを目的としています。 

 

◎ 北九州市観光案内ボランティアについて 

・ ボ公財)北九州観光コンベンション協会では、観光案内ボランティアの

養成や北九州市観光知識の習得、観光マインドの醸成を目的とした「北

九州観光市民大学」を開講しています。 

・ 「北九州観光市民大学」の１２講義を修了のうち、観光案内ボランティ

アへの登録希望者は、先輩ガイドとの半年から 1年間の同行・実践研修

を経て、観光案内ボランティアとなることができます。 

 

■ 視察成果による当局への提言または要望等: 

観光案内ボランティアから世界遺産である官営八幡製鐵所に対する知識も

さることながら熱い思いが説明の節々で感じることができました。官営八幡

製鐵所の歴史やストーリ、世界的な遺産価値の高い写真や各施設の説明ブー

スが子供たちの集まるサイエンスイベントや「語らせて宇宙講座」や「ロボカ

ップジュニア北九州オープン」などのイベント会場と同じ施設内にあり、しか

も、説明ブースは入り口のすぐ近くにあり、誰もが目にする場所にあります。

これは、未来につなげて、後世まで語ってほしいという北九州市の強い思いが

あると感じました。 

桐生の伝統的建造物群保存地区をよりよい場所にするためには、自然と子

供たちが訪れる環境造りが必要と考えます。近隣他市から子供たちをターゲ

ットとしたイベント開催を統的建造物群保存地区内で行うことを要望しま

す。 

以上 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


